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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、平成26年４月からの消費税増税による駆け込み需要の反動等

の影響はありますものの、政府による経済政策や日銀による金融緩和の効果により景気は緩やかな回復基調で推移

いたしました。一方、海外では新興国を中心に景気の下振れリスクが懸念され、依然として不透明な状況が続いて

おります。

 主要取引先である自動車業界では、国内においては高水準にありました受注残の消化が全体を下支えし、消費税

増税後の反動減を小幅に留めました。海外においては、米国市場をはじめ概ね堅調に推移いたしました。また、自

動車部品業界におきましては、顧客の世界生産拡大に伴い、国内生産は減少トレンドにあり生産の海外シフトが引

き続き加速しております。

 このような状況にあって当社グループでは、本年より新たに“５極体制の総合力を活かし新価値を創造する”を

経営方針に掲げ、第12次中期事業計画（平成27年３月期～平成29年３月期）がスタートし、「既存技術の深掘

り」、「新製品・新事業の創出」、「真のグローバル化の追求」を目指し、重点施策に取り組んでおります。

 当第１四半期連結累計期間の業績は、自動車販売事業（12月期決算）において消費税増税前の駆け込み需要が寄

与し好調に推移いたしましたが、自動車部品製造事業での主要顧客における当社製品適用車種の販売減等により国

内、海外共に減収となり、売上高につきましては11,240百万円（前年同期比14.3％減）となりました。損益につき

ましては、大幅な減収影響に対し諸費用の削減等に取り組みましたが、営業利益175百万円（前年同期比64.4％

減）、経常利益139百万円（前年同期比68.8％減）、四半期純損失212百万円（前年同期は122百万円の四半期純利

益）となりました。

 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。

① 日本

 売上高につきましては、自動車販売事業の好調な推移及び自動車部品製造事業におけるトランスミッション部品

高性能シンクロナイザーリングの売上寄与はありましたものの、今期より連結子会社エフ・ティ・プレシジョン・

インコーポレーテッド（以下、ＦＴＰ社）への商社経由の売上取引を連結消去の対象としたことにより、4,924百

万円（前年同期比14.3％減）となりました。損益につきましては、経費圧縮に努め61百万円のセグメント利益（前

年同期比153.8％増）となりました。

② 米国

 売上高につきましては、当社主要顧客の生産台数減少等に伴う主要製品の減少により、4,547百万円（前年同期

比13.2％減）となり、損益につきましては、減収影響はありましたものの原価低減効果等により413百万円のセグ

メント利益（前年同期比0.8％減）となりました。

③ タイ

 売上高につきましては、タイ国内の景気減速影響及び税制優遇措置の反動による減少等により主要部品が軒並み

減少し1,702百万円（前年同期比25.7％減）となり、損益につきましては経費圧縮に努めましたものの、減収影響

等により107百万円のセグメント利益（前年同期比6.7％減）となりました。

④ インド

 売上高につきましては、量産開始に伴い、63百万円（前年同期比1,856.5％増）となり、損益につきましては、

減価償却費をはじめとする諸費用の増加等により191百万円のセグメント損失（前年同期は72百万円のセグメント

損失）となりました。

⑤ ベトナム

 売上高につきましては、平成26年３月より顧客への納入開始により、2百万円となり、損益につきましては、量

産立ち上げ費用計上等により68百万円のセグメント損失（前年同期は1百万円のセグメント損失）となりました。

 

 なお、当社グループは、「３．四半期連結財務諸表（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項（セグメント情

報等）」に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より、「受取ロイヤリティー」に係る損益の表示方法の変更

をしており、遡及修正後の数値で前四半期連結累計期間との比較を行っております。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産につきましては、有形固定資産の減少等により、前連結会計年度末に比べ

514百万円減少し、50,972百万円となりました。負債の部では、有利子負債の減少等により、344百万円減少し、

29,907百万円となりました。なお、純資産の部では、為替換算調整勘定の減少等により、169百万円減少し、

21,064百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 第２四半期累計期間及び通期の業績につきましては、平成26年４月24日に公表いたしました業績予想から変更は

ありません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

剰余金の計算

 四半期連結会計期間に係る法人税等については、当第１四半期連結会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方

法によっております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定

めについて当第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込

額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取り扱いに従って、当第１四

半期連結会計期間の期首において、当該変更に伴う影響額を利益剰余金に加減しております。

 この結果、当第１四半期連結会計期間の期首の退職給付に係る負債が566,389千円減少し、利益剰余金が384,412

千円増加しております。また当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、

それぞれ1,217千円減少しております。

 

（４）追加情報

（商社経由の取引消去に関する事項）

 従来、連結子会社ＦＴＰ社への商社経由の売上取引については、複数の商社を経由する取引であり、当社の在庫

管理体制が当該取引を正確に把握する水準になかったことに起因し、当社からＦＴＰ社へ積送中の製品並びにＦＴ

Ｐ社において保有している当社出荷製品の正確な把握ができなかったことから連結上取引消去の対象外としており

ましたが、当社とＦＴＰ社との取引に関しての在庫管理体制が構築されたことにより、当社出荷製品の正確な追跡

が可能となったことから、当連結会計年度より連結消去の対象としております。

 これにより、従来の方法に比べ、当連結会計年度の売上高は756,499千円、売上総利益、営業利益、経常利益、

税金等調整前四半期純利益はそれぞれ161,463千円減少しております。

 なお、セグメント情報に与える影響については、当該箇所に記載しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 4,812,226 5,130,116 

受取手形及び売掛金 6,055,968 5,898,897 

商品及び製品 2,480,724 2,282,586 

仕掛品 1,966,258 2,307,668 

原材料及び貯蔵品 3,321,071 3,018,003 

その他 1,022,522 994,119 

貸倒引当金 △262 △262 

流動資産合計 19,658,508 19,631,129 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 6,430,285 6,287,558 

機械装置及び運搬具（純額） 15,871,555 15,212,300 

土地 2,600,710 2,598,063 

その他（純額） 1,995,005 2,468,724 

有形固定資産合計 26,897,557 26,566,646 

無形固定資産    

その他 170,672 169,749 

無形固定資産合計 170,672 169,749 

投資その他の資産    

投資有価証券 3,433,177 3,447,803 

その他 1,345,789 1,175,075 

貸倒引当金 △19,500 △18,200 

投資その他の資産合計 4,759,466 4,604,677 

固定資産合計 31,827,696 31,341,074 

資産合計 51,486,204 50,972,204 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 3,485,957 3,764,715 

短期借入金 4,644,821 4,888,141 

1年内返済予定の長期借入金 3,344,192 3,345,052 

未払法人税等 43,126 156,442 

引当金 39,490 9,872 

その他 5,133,352 5,823,393 

流動負債合計 16,690,940 17,987,617 

固定負債    

長期借入金 8,717,942 7,729,734 

退職給付に係る負債 1,774,702 1,267,816 

資産除去債務 48,208 48,264 

その他 3,020,566 2,874,203 

固定負債合計 13,561,418 11,920,018 

負債合計 30,252,359 29,907,635 

純資産の部    

株主資本    

資本金 500,190 500,190 

資本剰余金 324,233 324,233 

利益剰余金 14,007,499 14,101,028 

自己株式 △2,666 △2,666 

株主資本合計 14,829,256 14,922,785 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 1,338,669 1,343,392 

為替換算調整勘定 692,658 541,232 

退職給付に係る調整累計額 △137,660 △162,190 

その他の包括利益累計額合計 1,893,668 1,722,434 

少数株主持分 4,510,921 4,419,349 

純資産合計 21,233,845 21,064,568 

負債純資産合計 51,486,204 50,972,204 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 13,118,233 11,240,781 

売上原価 11,270,854 9,687,023 

売上総利益 1,847,378 1,553,757 

販売費及び一般管理費 1,354,518 1,378,363 

営業利益 492,860 175,394 

営業外収益    

受取利息 11 146 

受取配当金 11,529 21,566 

スクラップ収入 41,724 34,566 

その他 14,622 13,527 

営業外収益合計 67,888 69,806 

営業外費用    

支払利息 107,677 97,957 

その他 6,638 7,977 

営業外費用合計 114,316 105,934 

経常利益 446,431 139,265 

特別利益    

固定資産売却益 3,315 669 

貸倒引当金戻入額 － 1,299 

特別利益合計 3,315 1,969 

特別損失    

固定資産売却損 51 28 

固定資産除却損 3,002 1,726 

投資有価証券評価損 2,217 456 

特別損失合計 5,271 2,211 

税金等調整前四半期純利益 444,475 139,023 

法人税等 186,418 204,757 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
258,057 △65,733 

少数株主利益 135,634 147,063 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 122,422 △212,797 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益

調整前四半期純損失（△） 
258,057 △65,733 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 97,588 2,385 

為替換算調整勘定 776,402 △207,441 

退職給付に係る調整額 － △23,120 

その他の包括利益合計 873,991 △228,176 

四半期包括利益 1,132,048 △293,910 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 667,293 △384,031 

少数株主に係る四半期包括利益 464,754 90,121 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

 

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高                

外部顧客への売上高 5,586,516 5,237,280 2,291,188 3,247 － 13,118,233 － 13,118,233 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
157,314 － － － － 157,314 △157,314 － 

計 5,743,830 5,237,280 2,291,188 3,247 － 13,275,547 △157,314 13,118,233 

セグメント利益又は 

損失（△） 
24,143 416,695 115,266 △72,135 △1,695 482,274 10,585 492,860 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

 主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 482,274

セグメント間取引消去 6,064

有形固定資産の未実現利益の調整額 4,521

四半期連結損益計算書の営業利益 492,860

 

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：千円） 

  日本 米国 タイ インド ベトナム 合計 調整額 
四半期連結 
損益計算書 
計上額 

売上高                

外部顧客への売上高 4,924,414 4,547,520 1,702,889 63,535 2,421 11,240,781 － 11,240,781 

セグメント間の内部 

売上高又は振替高 
896,522 － 15,013 － － 911,536 △911,536 － 

計 5,820,937 4,547,520 1,717,903 63,535 2,421 12,152,317 △911,536 11,240,781 

セグメント利益又は 

損失（△） 
61,128 413,482 107,486 △191,691 △68,656 321,749 △146,355 175,394 

 ※１．当第１四半期連結会計期間より、最近の海外連結子会社での生産・販売活動の拡大に伴い、当社の技術供与の対

価であるロイヤリティー収入の増加が見込まれ、また、当連結会計年度において当社グループが進めてきたグロー

バル生産体制が実質的に整うことを契機として、営業活動の成果をより適切に表示するために、個別財務諸表にお

いて従来営業外収益に表示していた子会社からの受取ロイヤリティーの表示区分を売上高へ変更しております。そ

の結果、事業セグメントの利益の測定方法も変更され、当第１四半期連結累計期間の報告セグメント「日本」での

「セグメント間の内部売上高又は振替高」及び「セグメント利益」は、従来の方法によった場合と比較して、

137,309千円それぞれ増加しております。

 ※２．追加情報に記載のとおり、当第１四半期連結会計期間より、連結子会社ＦＴＰ社への商社経由の売上取引につ

き、連結消去の対象としております。その結果、事業セグメントの利益の測定方法も変更され、当第１四半期連結

累計期間の報告セグメント「日本」での「外部顧客への売上高」は、従来の方法によった場合と比較して、

756,499千円減少し、「セグメント間の内部売上高又は振替高」は同額増加しております。

 

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

 主な内容（差異調整に関する事項）

（単位：千円）
 

利益 金額

報告セグメント計 321,749

セグメント間取引消去（注）１ 1,035

棚卸資産の未実現利益の調整額（注）２ △161,463

有形固定資産の未実現利益の調整額 14,072

四半期連結損益計算書の営業利益 175,394

（注）１．当第１四半期連結会計期間より、営業活動の成果をより適切に表示するために、受取ロイヤリティ

ーの表示区分を営業外収益より売上高へ変更しております。その結果、セグメント間取引消去の金

額は、従来の方法によった場合と比較して、137,309千円増加しております。

２．当第１四半期連結会計期間より、連結子会社ＦＴＰ社への商社経由の売上取引につき、連結消去の

対象としております。その結果、セグメント間取引消去の金額は、従来の方法によった場合と比較

して、161,463千円増加しております。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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